
平成29年７月１日付けで琉球大学医学部附属病院 診療情報管理センター長
に就任しました平田哲生（ひらたてつお）と申します。就任前は当院第１内
科で消化器内科の診療を行うのと同時に、当院の病院情報システム（電子カ
ルテシステム）と診療情報の管理も担当しておりました。
「診療情報管理センターっていったい何をしているの？」とよく聞かれます。
当センターは患者さんの診療録（カルテ）を管理するのが主な仕事です。当
院では患者さん一人につき一つのカルテを作成しています。病気や診療科が
複数でも、入院も外来通院も一人に一つのカルテです。これは患者さんを全
人的に対応し、病気を診るのではなく人を診るという当院の考え方に基づい
ています。

当院では診療録をコンピュータで管理する電子カルテを採用しています。当センターの最大の目的
は、効率的かつ円滑に電子カルテを使用した医療が行えるようにすることです。その結果、患者さん
一人一人の診療情報の正確な保存が行われ、現在および将来の医療に活かすことができると考えてい
ます。また、当センターでは毎日カルテの内容をチェックしています。診察、検査を行った記録の有
無だけではなく、医療従事者が患者さんへ説明した文書とカルテへの記録があるか、その内容は適切
であるかなどに関しても監視し、不備な点に関しては改善を促しています。これらのことにより患者
さんの立場に立った、安心、安全な医療の提供に貢献しています。更に、診療録を厳密に管理するこ
とにより外部に情報が漏れることを防止し、個人情報保護にも万全を期しています。
ところで、当院は沖縄県で唯一の特定機能病院です。特定機能病院とは、高度の医療の提供、高度
の医療技術の開発及び高度の医療に関する研修を実施する能力等を備えていると認められた病院で
す。そのため、当院では高度の医療の提供、教育、研究を行っています。当センターでは集約される
診療情報を分析し、当院の診療、教育、研究の役に立つ情報を提供しています。医学とは、病気の予防・
診断および治療を目的として、研究を行う学問です。このために医学は多くの情報を収集し意思決定
を行うという過程を含んでおり、診療情報の分析は医学の発展に大変重要と考えられています。
当センターは直接患者さんの診療に関わることはありませんが、上に述べましたようにカルテの管
理などを通じて安心、安全で質の高い医療の提供に大きく関わっています。これからも患者さんのた
め、当院の医療、教育、研究の発展のため全力を尽くして参りたいと思います。どうぞよろしく御願
い申し上げます。

平  田  哲  生

安心、安全で質の高い医療の提供を目指して
巻 頭 の 挨 拶
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中 島	 重 良
救急部　特命准教授

はじめまして、救急部の中島です。

沖縄県で初！二人の心臓血管外科専門医師誕生

新任教員紹介

特　集 

わぁい、高い山はないけど碧い海がある、新幹線はないけど空港がある、
電車は走ってないけどモノレールが走ってる。
はじめまして、救急部の中島です。この４月に琉球大学に赴任しました。
生まれは埼玉県、前任地は群馬県です。北海道札幌市、東京都武蔵野市、千
葉県市川市と移り住み、1977年に群馬大学入学に伴い群馬県前橋市へ。卒
業後は群馬大学脳神経外科学教室に入局し、館林厚生病院、関東脳神経外科
病院、桐生厚生総合病院、秋田県立脳血管研究センター、山梨県立中央病院、
前橋赤十字病院、伊勢崎市民病院と、流浪の果てに沖縄へやってまいりまし
た。救急医療との接点は山梨県立中央病院と前橋赤十字病院です。幸運なこ
とにこの２つの病院で、救命救急センターが立ち上がる時に立ち会うことが
できました。
専門は脳神経外科です。これまでは、脳神経外科専門医として脳卒中や頭
部外傷の診療、特に外科医として外科治療＝手術治療に携わってきました。
今後は救急部専従の脳神経外科医、神経系専門の救急医として、より広い視
点で沖縄県の救急医療に携わっていきたいと考えています。
またDMAT（Disaster Medical Assistance Team=災害時の超～急性期に活動
する医療チーム）として災害医療などにも関わってきました。（起こらない
にこしたことはありませんが、）万が一沖縄県で災害が起こったとき、“頼り
になる琉大救急部、頼りになる琉大DMAT” となれるよう、微力ながら力を
尽くす所存です。
最後に･･･“沖縄暑いでしょ ”とよく言われますが、群馬のほうが暑いと思
います。

心臓血管外科専門医は外科専門医のSubspecialityです。その取得にはまず外科専門医認定試験合格後、
取得要件である高難度心臓血管外科手術を含めて多くの手術件数をこなし、且つFirst Author論文執筆
等を行い受験資格を得る必要があります。その後に紙試験を受け初めて取得できる、本邦における専
門医の中でも最も難しい専門医資格の一つです。ほぼ全ての心臓血管手術を執刀医としてこなせる技
量を有することを意味します。
今年１月、第二外科から仲榮眞盛保医師と新垣涼子医師の２名がこの資格を取得しました。仲榮眞
医師は末梢血管領域での本専門医資格の取得です。この領域での専門医取得は特に厳しく九州地区の
200余名の全心臓血管外科専門医中わずか数名であり、沖縄県での30名の専門医の中では初めてです。
近年、本県では手術適応のある動脈硬化性末梢血管疾患が著しく増加しており、本領域の専門医不足
は深刻で今後さらなる後続の専門医の誕生が期待されます。新垣医師は成人心臓外科領域での取得で

す。女性医師の本専門医の取得は特筆すべきで九州地区
でも３人目で、沖縄県では初めてです。女性医師の外科
専門医が増加している昨今ですが、加えて本心臓血管外
科専門医を取得するのは難易度が高く極めて名誉な事例
で、心臓血管外科専門医を志す全国の女性医師に大いな
る勇気を与えています。今後、女性目線によるきめ細か
な心臓血管手術の工夫、その発展が期待されます。
沖縄県は島嶼県であり、附属病院が目指す沖縄県での
完結型医療の礎となる高度専門医療の若いパワーがここ
に伸張しています。今後ともますますのご精進により患
者への福音とならんことが期待されます。

第二外科長　國吉　幸男

左：新垣涼子医師　中央：國吉幸男教授　右：仲榮眞盛保医師
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新崎	真由美

里 見	 雄 次

皮膚・排泄ケア認定看護師

外来化学療法室看護師

「皮膚・排泄ケア認定看護師が行う排尿ケア」

家族や仲間の支えに感謝して、みんなで輝く！

輝くスタッフ紹介

輝くスタッフ紹介

2016年度に皮膚・排泄ケア認定看護師を習得し、2017年４月より、腎泌
尿器外科、皮膚科病棟に配属となりました。
認定看護師は専従として横断的に各病棟へ出向き活動するのがイメージと
してありますが、私の場合、病棟兼任として病棟を拠点として活動を行って
おります。
認定看護師として「実践」「指導」「相談」の３つの主な役割があります。
対象となる患者様はもちろん、医療スタッフへも協力を仰ぎ、実践的な看護
を提供していきたいと考えております。
昨年度末より排尿自立支援チームを立ち上げ、尿道カテーテル抜去後の排
尿障害を抱える患者様に対し、活動を行っています。まだまだ院内での認知
度が低くごく一部でしか活動ができていない現状ですが、今後私たちの活動
を広め、より多くの患者様の抱えている排尿問題へ取り組んでいきたいと考
えております。
排尿自立支援チームの活動目的は、患者様に使用された尿道カテーテルを
１日でも早く抜去し尿路感染を防ぐとともに、排尿自立「排尿管理方法は問
わず、自力で排尿管理が完結できること」の方向に導くことです。現在毎週
月曜日に、各病棟から相談を受けた患者様に対してチームでカンファレンス
後にラウンドを実施し、患者様や病棟への指導を行っています。排尿障害を
抱えている患者を包括的に支援していますので、皆様のご理解とご協力をお
願い致します。

こんにちは！看護師18年目の輝き続ける里見雄次です。現在、私は外来化
学療法室で専任看護師として勤務しています。外来化学療法室とは、通院で
抗がん剤や、分子標的薬などの点滴を行う治療室です。当院は、沖縄県がん
診療連携拠点病院であり、２歳から91歳までの幅広い年齢の患者さんを受け
入れ、多種多様な治療を行っています。
治療室では、患者さん、ご家族が安心して治療を開始し、安全に治療が継
続できるように、副作用対策や療養生活の支援などを行っています。また、
院内の看護師に向けて、化学療法に関する研修や勉強会を開催し教育活動を
行うとともに、医師や薬剤師等の多くの専門職と協働したチーム医療を行い、
質の高い医療・看護の提供に努めています。
さて、この原稿、沢山の感謝の思いを込めて書いています。実は、私の妻
も看護師で、それぞれ就職して二十年前後経ちました。以前は、お互い夜勤
をしており、義父母へ子供を預けて仕事をしていました。しかし、義父に続き、
義母が亡くなり、我が家は岐路に立ちました。一番頼りの存在がいなくなり、
どちらが病院を辞めるか、それとも二人一緒に辞めるか、という話をしてい
ました。
現在、私は幸いにも外来勤務をしています。二交替制の妻の病棟や、外来
看護師・師長の協力は心強いです。また、同僚のお母さん看護師の理解と支
えがあります。今、仕事で輝き続けられるのは、最愛の妻と子供達の頑張りや、
周りの多くの人の理解があるからだと断言できます。これからも、みんなに
感謝して、大好きな家族や仲間のために、お父さん看護師を頑張りたいと思
います。
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「動注化学放射線療法」

琉球大学病院放射線科は「がん患者の緩和治療」の研究を積極的に進めています。一般にがんの治

療は手術・化学療法・放射線治療の３本柱で行われますが、欧米では実にがん患者の70％が体に優し

い治療法として放射線治療を選択しています。放射線治療が体に優しい理由としては副作用があまり

強くなく、外来でも治療が受けられる点、体にメスを入れないので、臓器を切り取らずに済むという

点が挙げられます。しかしながら、日本ではがん患者の30％しか放射線治療の恩恵を受けておらず、

残念なことに沖縄県においては全国最下位の結果となっています。

時として、がんは再発・転移を来し患者を苦しめますが、がんが骨に転移する骨転移はその最たる

ものとなっています。骨転移の痛みは薬物療法のみでは決して楽になることはありません。しかし

ながら、骨転移の痛みは放射線治療により患者の60－90％で痛みが軽減することが分かっています。

この様に薬物療法で対応困難ながんの痛みも放射線治療により楽になるという点が体に優しい治療と

言われる理由となっているのです。

しかし、全ての再発・転移がんに対して放射線治療が有効というわけではなく、様々な治療を行っ

てきたものの、がんの痛みが中々、楽にならないという患者も少なからずおられます。そのような難

治性の再発・転移がんの苦痛に対して、琉大病院放射線科では2013年より放射線治療に画像下治療（超

音波・CT・血管造影検査などを用いて行う治療）を組み合わせた方法で更なる疼痛緩和を目指す研究

を開始しています。画像下治療も低侵襲で体に優しい治療法であり、その１つに動注化学療法という

ものがあります。動注化学療法はカテーテルという細い管を足の付け根より血管（動脈）内に挿入して、

目標とする腫瘍の栄養血管までカテーテルを進め、そのカテーテルより腫瘍の栄養血管に抗がん剤を

直接注入する治療法です。点滴で抗がん剤を投与する一般的な全身化学療法に比べ、動注化学療法は

より高濃度の抗がん剤を腫瘍に投与することができるのが大きな特徴です。これまで動注化学療法は、

転移性肝臓がんなどで優れた治療実績があります（イラストは転移性肝臓がんに対する例で、同様な

方法で他のがんにも応用し治療を行っています）。この動注化学療法と放射線治療を同時併用する（動

注化学放射線治療）ことで難治性がんの症状緩和の達成が期待されます。根治治療の領域において動

注化学放射線治療は進行頭頸部癌を主体として行われていますが、緩和治療の領域においてはまだ始

まったばかりです。放射線治療においては後進県である沖縄から動注化学放射線治療による根治治療

と共に動注化学療法による緩和治療を積極的に発信していきたいと思っています。

トピックス １
放射線部　副部長　平安名　常一

カテーテル

がん

抗がん剤注入後

がんに抗がん剤が直接注
入され、その後は少しづつ、
がんが縮小していく

肝臓がんに対する
動注化学療法

カテーテル

抗がん剤

抗がん剤
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ホルモンの病気とその治療

ホルモンの病気は、ホルモンを分泌する臓器（脳下垂体前葉・後葉、甲状腺、副甲状腺、副腎皮質・髄質、

精巣、卵巣）に腫瘍ができたり、臓器を刺激したり、壊したりする物質が血液の中に現れることなど

によって起こります。その結果、臓器からのホルモン分泌が多くなったり（機能亢進症）、少なくなっ

たり（機能低下症）することで症状が現れます。

ホルモンの病気の診療には複数の診療科が関わっています。比較的多いバセドウ病による甲状腺機

能亢進症や慢性甲状腺炎（橋本病）による甲状腺機能低下症は、内分泌内科医や甲状腺専門医単独で

投薬治療を行うのが一般的です。しかし薬の副作用などで投薬が継続できなくなった時や甲状腺の腫

れが著しく大きいと、手術療法や放射線療法が必要になることがあります。手術療法は甲状腺外科医、

放射線療法は放射線科医へ依頼し治療を行います。またバセドウ病の患者さんで重篤な眼球突出がみ

られる場合は眼科医が治療を行います。

さらに不妊症患者で甲状腺のホルモンに異常が認められれば、産科医からの依頼を受けて内分泌内

科医が診断・治療します。妊娠中はもちろん、出産後も治療を続けます。

男性更年期障害に代表される男性ホルモンの低下は内分泌内科医または泌尿器科医が、女性の更年

期障害は婦人科医が治療を行います。

ホルモンを分泌する臓器に腫瘍ができると、内分泌内科医は臓器や腫瘍からのホルモン分泌が多す

ぎるのか、少なすぎるのか、正常なのかを判断します。ホルモン分泌に異常がある、腫瘍が大きいな

どの理由で、手術が必要になれば、腫瘍の存在場所に応じて脳神経外科医、甲状腺外科医、泌尿器科

医に手術を依頼します。

ホルモンの病気にかかる患者数は、バセドウ病・慢性甲状腺炎（橋本病）、女性の更年期障害を除き、

とても少ないため、豊富な経験・専門知識を有し、正確に診断し、治療できる医師も多くありません。

琉球大学医学部附属病院は、ほぼすべてのホルモンの病気を診断・治療できる、専門医師と診療科が

そろっている沖縄唯一の病院です。

ホルモンを分泌する臓器 関連する診療科

脳 下 垂 体 前 葉 ・ 後 葉

内
分
泌
内
科

脳神経外科

甲 状 腺 ・ 副 甲 状 腺 甲状腺外科、放射線科、眼科

副 腎 皮 質 ・ 髄 質 泌尿器科

精 巣 泌尿器科

卵 巣 産婦人科

問い合わせは診療情報提供書を本院医療福祉支援センター（シエント）まで。

　　電話：０９８（８９５）１３７１　　ＦＡＸ：０９８（８９５）１４９８

トピックス ２
第二内科　講師　池間　朋己
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「高校生医療者体験」「KIDʼS SIM」を開催しました

平成29年度　「第25回ふれあい看護体験」

“禁煙パトロール” を実施しています

イベント１

イベント２

お知らせ

沖縄県の支援を受けて本学構内に設置されたおきなわクリニカルシミュレーションセンターでは、
沖縄県で医療を受ける皆様がより安全で高度な医療を受けられるように、医療現場を再現した部屋や
人形などを使った教育（シミュレーション教育）を提供しています。県内全域の医療を学ぶ学生から、
卒後教育に至るまで、幅広い学習段階と職種の方々に活用していただいています。当センターでは子
どもたちに医療と琉球大学をより身近に感じてもらうために、開設以来毎年小学生および高校生を対
象とした体験イベントを開催して参りました。2017年は８月８日に高校生向け医療者体験、８月９
日に小学生向けKID'S SIMを開催し、それぞれ30名、40名の参加者が集まりました。
高校生は「診察体験」「手術体験」「救急体験」の３つのブースを回って、聴診器などの診察道具や
手術器具を触ったり、心肺蘇生をやって
みたりなどの体験をしました。
小学生は体の機能のうち「たべる」「ど
きどきする」「いきをする」「うまれる」
の４つの学習項目について、体内の構造
模型やバーチャルリアリティ技術を用い
た再現装置で視覚、聴覚、触覚で体験し
ました。

平成29年７月31日（月）と８月１日（火）に、本院病棟にてふれあい看護体験が行われ、県内の
高校11校から両日併せて59名が参加しました。この体験イベントは、「患者さんとのふれあいを通し
て、看護することや命について理解と関心を深めること」を目的としており、今年で25回目を迎えます。
当日は、参加時の注意事項の説明及び副看護部長からの挨拶のあと、午前
中４～６名のグループに分かれて各病棟の看護師と一緒にシーツ交換や車椅
子での搬送、昼食の配膳などを行い、午後は病院見学を行いました。ケアを
行った患者さんから感謝の言葉を頂き、「改めて看護師になりたいと強く感
じた」という感想が多く聞かれました。
この体験を通して看護師の仕事に興味を持ち、将来一緒に働ける方がいら
っしゃることを願っております。

平成26年12月から、“禁煙パトロール”を実施しています。敷地内での喫煙者がいれば、敷地内禁煙
の協力呼びかけや、禁煙推進の啓発活動を行い、吸い殻の清
掃等を行っています。
本院は、平成19年10月１日から、敷地内全面禁煙となって
おり、今後も定期的に“禁煙パトロール”を実施します。
皆さま、敷地内全面禁煙に御協力をお願いします。
なお、当院では禁煙外来も開設していますので、ぜひご利
用ください。

おきなわクリニカルシミュレーションセンター

総務課

総務課
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※曜日枠に赤まる●が付いた曜日が外来診療日となります。外来の際にご確認ください。
※診療受付時間は午前８時 30 分から午前 11 時まで、診療開始時間は午前９時です。予約がある場合は、その限りではありません。	 　		平成 29 年 10 月１日現在

診　療　科 専門外来 月 火 水 木 金 備　　　　　考

第 一 内 科

感 染 症 内 科 ● ● ● ● 新患は要紹介状
呼 吸 器 内 科 ● ● ● ● 新患は要紹介状　肺腫瘍：火・金曜日			
消 化 器 内 科（ 消 化 管 ） ● ● ● ● 新患は要紹介状　糞線虫外来：木曜日

　 〃 　　（ 肝 臓 ） ※ ● ● ●
新患は要紹介状、要予約（医療機関からの申込みに限る）
（院外からの紹介は医療福祉支援センター・内線 1371 で予約）
※月曜日午後：Ｂ型肝炎訴訟診療（要予約）

　　 〃　　　（胆道・膵臓） ● 新患は要紹介状、要予約（医療機関からの申込みに限る）
（院外からの紹介は医療福祉支援センター・内線 1371 で予約）

第 二 内 科

血 液 内 科（ 骨 髄 移 植 外 来 ） ● ● ● 新患は要紹介状、院外は要予約（医療機関からの申込みに限る）
（院外からの紹介は医療福祉支援センター・内線1371で予約）

成人 T 細胞白血病リンパ腫（ATL）外来 ●
肥 満 症（ 生 活 習 慣 病 ） ● ● ●

糖 尿 病 ・ 代 謝 内 科 ● ● ● ● 糖尿病外来は専用フォーム有
（月曜日は、院内入院糖尿病患者の紹介のみ）

内 分 泌 内 科 ● ● ●
膠 原 病 ・ リ ウ マ チ 内 科 ● ● ※膠原病・リウマチ内科は専門医の確保が出来るまで休診（再来のみ可）
骨粗鬆症・男性更年期（LOH） ● ●
女 性 医 師 に よ る 女 性 外 来 ● ● ●

第 三 内 科
神 経 内 科 ● ● ● 新患は要紹介状、要予約（医療機関からの申込みに限る）
高 血 圧 ･ 腎 臓 内 科 ● ● ● ● （院外からの紹介は医療福祉支援センター・内線 1371 で予約）
高 齢 内 科 ● ●

循 環 器 科 循 環 器 内 科 ● ● ● 新患は要紹介状、要予約（医療機関からの申込みに限る）
（院外からの紹介は医療福祉支援センター・内線 1371 で予約）

第 一 外 科

上 部 消 化 管 外 科 ● ● 新患は要紹介状、要予約（医療機関からの申込みに限る）
下 部 消 化 管 外 科 ● ● ● （院外からの紹介は医療福祉支援センター・内線1371で予約）
肝 胆 膵 外 科 ● ●
乳 腺 ・ 甲 状 腺 外 科 ● ●
小 児 外 科 ● ● 小児外科は午後のみ

第 二 外 科

呼 吸 器 外 科 ● ● 新患は要紹介状　呼吸器外科：院内紹介は事前に電話相談
心 臓 血 管 外 科 ● ●
ス テ ン ト 外 来 ● ● 血管外科：原則要予約（医療福祉支援センター内線1371で予約）
血 管 外 科 ● ● ●

脳 神 経 外 科

一 般 ・ 腫 瘍 ● ● ● 新患は要紹介状、要予約（医療機関からの申込みに限る）
他院・他科からの紹介・予約患者は 10 時～ 11 時に受付
院外からの紹介は医療福祉支援センター・内線 1371 で予約、院
内からの紹介は脳外科外来受付 ( 月・水・金）内線 1307 で予約
緊急を要する患者は医局 1171 または病棟 3801 へ連絡し当日の
当直医（担当医）が対応します。

脳 血 管 障 害 ● ● ●

新 患 ・ 再 来 ● ● ●

整 形 外 科

手 外 科 ● ● ● 新患は要紹介状、要予約（医療機関からの申込みに限る）
（院外からの紹介は医療福祉支援センター・内線1371で予約）リ ウ マ チ ● ●

骨 ・ 軟 部 腫 瘍 ● ●
脊 椎 ・ 脊 髄 ● ● ●
股 関 節 ● ●
ス ポ ー ツ 医 学（ 膝 ） ● ●
骨 粗 鬆 症 ● ●
小 児 整 形 ● ● ※乳児股関節の精密検査は要予約　整形外来内線 1301 で予約

形 成 外 科 新 患 ・ 一 般 再 来 ● ● 新患は要紹介状
・眼瞼下垂は、火曜日　・リンパ浮腫は、木曜日

産 科 婦 人 科

新 患 ● ● ● 紹介状有りが望ましいが、科の特殊性として紹介状なしでも診察します
産 科 ● ● ● ● ● 火曜日・木曜日：予約再来のみ
婦 人 科 ● ● ● ● ●
生殖不妊・内分泌・骨粗鬆症 ● ● ● 不妊症は要紹介状

小 児 科

新 患 ・ 一 般 再 来 ● ● ● ● 新患は要紹介状、要予約（医療機関からの申込みに限る）
腎 臓 ● ● （院外からの紹介は医療福祉支援センター・内線1371で予約）
内 分 泌 ● ●
遺 伝 ・ 先 天 代 謝 異 常 ●
神 経 ● ● 小児循環器専門医は不在
新 生 児 ● ●
血　　 液（ 移 植 外 来 ） ● ●
膠 原 病 ● ●

皮 膚 科

皮 膚 科 ● ● ● 新患は要紹介状
皮 膚 外 科 ● ●
乾 癬 ●
強 皮 症 ・ 皮 膚 筋 炎 ● ●

腎 泌 尿 器 外 科

腎 泌 尿 器 外 科 ● ● ● 新患は要紹介状、要予約（医療機関からの申込みに限る）
（院外からの紹介は医療福祉支援センター・内線1371で予約）再 来 ● ● ●

小 児 泌 尿 器 外 来 ● 小児泌尿器外来は、月曜日午後（予約再来のみ）
腎移植外来（午前　再来） ● ● 腎移植外来：午前は再来のみ、新患は午後
　　 〃　　（午後　新患） ● ●

耳 鼻 咽 喉 科

新 患 ● ● ● 新患は要紹介状
甲 状 腺 ・ 頭 頸 部 腫 瘍 ● ● ● 院内紹介は、電子カルテ上の紹介枠での予約必要
鼻 副 鼻 腔 ・ ア レ ル ギ － ● ● ●
中耳炎・難聴・めまい・顔面神経 ● ● ●
人 工 内 耳 ●
幼 児 難 聴 ・ 補 聴 器 ● ● ●
口腔咽頭・唾液腺・音声・嚥下 ● ● ●
頸 部 エ コ ー 外 来 ● ● ●
アレルギー・免疫治療外来 ● アレルギー・免疫治療外来：予約再来のみ

眼 科

緑 内 障 ● ● 月曜日は外来者の新患及び再来予約のみ
小 児 眼 科 ●
網 膜 硝 子 体 ● ●
角 膜 ●
神 経 ・ 腫 瘍 ・ ぶ ど う 膜 ● ● ● 月曜日の神経、腫瘍は午後の再来のみ
一 般 再 来 ● ● ●
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※曜日枠に赤まる●が付いた曜日が外来診療日となります。外来の際にご確認ください。
※診療受付時間は午前８時 30 分から午前 11 時まで、診療開始時間は午前９時です。予約がある場合は、その限りではありません。	 　		平成 29 年 10 月１日現在

診　療　科 専門外来 月 火 水 木 金 備　　　　　考

精 神 科 神 経 科

新 患 ● ● ● 新患は予約制

一 般 再 来 ● ● ● （院外からの紹介は医療福祉支援センター・内線1371で予約）
（医療機関からの申込みに限る）

児 童 ・ 思 春 期 外 来 ● （院内他科通院中の方は当科外来受付・内線 1306 で予約）
※紹介状も必要です。

光 ト ポ グ ラ フ ィ ー 外 来 ● ● ● ● ｢光トポグラフィー外来｣ の予約、申込みは紹介元医療機関から
医療福祉支援センター Fax（098-895-1498）にて

認知症疾患医療センター も の 忘 れ 診 断 外 来 ● ● 新患は要紹介状　原則予約制。予約は認知症疾患医療センター：895-1765

放 射 線 科

放 射 線 診 断 ・ Ｉ Ｖ Ｒ ● ● 新患は要紹介状

Ｃ Ｔ ガ イ ド 下 ・ Ｐ Ｖ Ｐ ● 月曜日は緩和治療中心。要事前連絡、院内紹介のみ
（連絡先：① 4255　② 4865　③ 4862）

甲 状 腺 ・ Ｒ Ｉ ● 完全予約制　新患は要紹介状、要予約（医療機関からの申込みに限る）
（院外からの紹介は医療福祉支援センター・内線1371で予約）
重粒子線治療相談外来は水曜日のみ放 射 線 治 療 ● ● ● ●

麻 酔 科
麻 酔 科 ● ● ●
ペ イ ン ク リ ニ ッ ク ● ● ●

歯 科 口 腔 外 科

新 患 ・ 一 般 外 来 ● ● ● ● 新患は要紹介状
口 唇 ・ 口 蓋 裂 ●

新患・一般外来：月～木曜日
顎 変 形 症 ●
腫 瘍 ●
顎 関 節 症 ●
外 傷 ●
口 腔 ケ ア セ ン タ ー ● ● ● ●

リハビリテーション部
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 ● ● ● ● ●

・リハ新患は、月、火、水、木曜日（月、金は検査優先）
　リハ対象者は、入院患者のみ。以外は電話で要相談。
・小児痙縮治療外来：第 3金曜日の午後（院内紹介のみ）

心 大 血 管 リ ハ ● ● ● ● ・心大血管リハ新患は、月、火、木、金

高 気 圧 治 療 部 高 気 圧 治 療 部 ● ● ● ● ● 新患は要紹介状
新患は午前 11：00 まで、救急は要連絡

血 液 浄 化 療 法 部 血 液 浄 化 療 法 部 ● ● ● ● ● 土曜日、祝日通常体制
夜間・日曜・祝日はオンコール体制

地 域 医 療 部 地 域 医 療 部 ● ● ● ● ● ※新患は原則要紹介状（院内紹介は文書入力にて紹介状記載）

総合診療センター

総 合 診 療 科 部 門 ● ● ● ● ● 総合診療科部門は午前のみ　※外来患者のみ　※新患は原則要紹介状
禁 煙 外 来 ● ● ● 火・水・金曜日の午前中・予約制　※当院通院中の外来患者のみ
漢 方 外 来 ● 第３金曜日の午後のみ　※事前予約が望ましい

ワクチン外来（感染対策室） ● ● 火・金曜日の午後のみ（インフルエンザワクチンを除く）予約制。予約は総合
診療センター・内線1310で予約（予約受付時間：月～金曜日の14時～ 16時まで）

が ん セ ン タ ー

緩和ケア外来（身体的緩和部門） ● ● ● ● ● 新患は要紹介状（火・木曜日は予約制）
〃　　　（精神的緩和部門） ● ●

が ん 看 護 外 来 ● ● ● ● ● 月・火・木・金曜日（12：00 ～ 16：00）水曜日（12：00 ～ 14：00）
※事前予約が望ましい（内線 1311）で予約

救 急 部 救 急 部 24　時　間　診　療

●患者さんの責務●
１. 最善かつ適切な診療を行なうために、あ
なた自身の健康状態についてできるだけ
正確に伝えてください。

２. 主治医や担当医の治療や退院計画に主体
的に取組み協力してください。

３. すべての患者さんが適切な医療を受けら
れるように、病院の規則に従い、医療の
妨げとならないように協力してくださ
い。特に攻撃的な態度や暴言、乱暴な行
為は謹み、施設の所有物を大切に使うよ
うにしてください。
平成 22 年８月制定　平成 29 年２月 13 日一部改正

本院の理念及び基本方針

理　　念
病める人の立場に立った、質の高い医
療を提供するとともに、国際性豊かな
医療人を育成する。

基本方針
１. 生命の尊厳を重んじた全人的医療の実践
２. 地域における保健・医療・福祉の向上に
対する貢献と関係機関との連携

３. 先端医療技術の開発・応用・評価
４. 国際性豊かな医療人の育成

患
者
さ
ん
の
権
利
と
責
務
に
つ
い
て

琉球大学医学部附属病院では、患者さんを中心とした「安全・安心・思いやり」に
基づくより良い医療を目指しております。患者さんとの深い信頼関係の上に成り立
つ医療の大切さを十分に理解するとともに、患者さんには一人一人に次のような権
利と責務があることを確認いたします。

●患者さんの権利●
１. あなたは、どんな場合でも、一人の人間
として大切に扱われる権利があります。

２. あなたは、どのような境遇、環境であっ
ても、専門家による平等で良質な医療を
受ける権利があります。

３. あなたは、病気のことや治療について十
分に教えてもらう権利があります。

４. あなたは、治療について意見を述べる権
利と選択できる権利があります。

５. あなたは、あなた自身の話したこと、病気、
身体について、知られたくないことを守
られる権利があります。

ボランティア募集
本院では、一般の方からの病院ボランティア（外来ロビーでの案
内・補助等）を広く募集しております。
空いている時間を利用して、一緒に参加してみませんか？
まずはお気軽にご連絡ください。
【連絡先】総務課（098-895-3331（内線：1006）

8 本紙掲載の文章・記事・写真等の無断転載はお断りします




